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「使用量を測る必要がないほど電気代は安くなるでしょう 。このように安価な電力をふんだんに使える
ので，子どもたちは生活を満喫できるでしょう 。まさに平和で幸せな時代がや ってくるのです 。」
　　　　　　　　　 ルイス ・ストラウス（ 原子力委員長，１９５４年９月 ，科学作家協会での講演から）
「遠からず，石炭は不要となり ，ガソリン ・ステーシ ョンもなくなるでしょう 。…… 私たちの自動車は
原子力装置で動くようになるからです。……原子力船や原子力機関車は，もうすぐ実用化されるし，巨
大な原子力飛行機が開発される日も遠くないでしょう」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『ニューズ ・ウィーク』１９６０年９月１９日付け記事より）
　アイゼンハワー大統領は，１９５３年１２月の国連総会の演説で，原子力の平和利用の促進を訴える
　　　　　　　　　　　　　　　　１「平和のためのアトム」演説を行 った 。
　この有名な演説は，核兵器開発のもつ経済的波及効果の大きさを強調することで，核兵器にた
いする民衆の恐怖心を少なくする役割，新たな技術や雇用の創出を約束することで核軍拡を支持
する杜会基盤を拡大する役割をになっ たことは問違いない 。
　この演説を転機として，原子カエネルギーを動力源として活用しようとする動きが本格化する 。
この原子力産業を育成しようとする動きをふりかえり ，その経済的な意味を探ってみよう 。
ユ． 原子力海軍の形成
　！９５０年代に入ると ，核兵器関連支出の重占は，核弾頭から核兵器システムを支えるインフラス
トラクチ ュア　　プラ ソトフォーム（発射基地）や運搬手段に移っていっ た。 このうちプラ ソト
フォームとは，核弾頭を装着した運搬手段をうちあげる土台 ・基地のことであり ，原子力潜水艦
や空母，陸上配備の大陸間弾道ミサイルの発射基地などが該当する。ここではまず対象をプラ ッ
トフォームの建造プロセスに限定しよう 。プラ ットフォームの建造支出の圧倒的部分は海軍関係
に， すなわち原子力潜水艦と原子力空母を両軸とする「原子力海軍」の建設のために注ぎこまれ
ることにな った 。
　原子力潜水艦の開発
　第２次世界大戦は，攻撃力の点でも防衛の点でも潜水艦がいかに強力な戦力であるかを実証し
た。 ただしジーゼルエンジンによる蓄電方式をとる在来型潜水艦の弱点は，酸素補給の必要上た
びたび浮上しなければならないことであ った。原子炉による発電を動力源にしたばあい，酸素補
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給の必要がなくなり ，潜航距離を毎限に伸はすことができる　　このアイテアを胸にいだいた海
軍のハイマン ・リコーバー大佐は，「原子力潜水艦の夢」を実現するために潜水艦搭載用の小型
原子炉の開発の必要を説いてまわ った 。
　１９４８年４月海軍は原子力推進局を設置しリコーハー大佐が責任者となっ た。 原子力委員会も
「海軍原子力推進計画」を承認した。アイダホ ・フォールズ市西郊の砂漢に建設されたアイダホ
国立技術研究所（Ｉｄ．ｈ． Ｎ．ｔ１．ｎ．１Ｅｎｇｍ。。ｍｇ　Ｌ．ｂ）が，海軍原子力推進計画をささえる研究機関と
　　３）なっ た。
　５１年８月にコネチカ ット州のテームズ河口に面したグロントンのエレクトリッ ク・ ボート社に
最初の原子力潜水艦ノーチラス号が発注された。エレクトリッ ク・ ボート社は，１８８２年に祖国の
独立のためにイギリス戦艦を攻撃しカナダを占領する目的で潜水艦を建造した起源をもつアイル
ランド系移民の創立した小規模な潜水艦メーカーであ った。第２次大戦に入ると本格的な潜水艦
メーカーに成長し，戦後は軍用機部門 ・戦車部門にも進出し，「軍需産業のゼネラル ・モーター
ス」たらんとして，５２年にゼネラル ・タイナミクスと改称する。６０年代に入ると文字通り総合的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）な軍需企業として軍需産業のトッ プメーカーに躍進した企業である 。
　リコーバーは，加圧水型の原子炉づくりを推進していたウェスティングハウス社と組み，加圧
水型原型炉を製作させ，５３年６月にノーチラス号に搭載することに成功する（運転開始は５４年９
月）。 マンハソ タン計画と同様に，「開発」「設計」「建造」が同時に進む　　まさに時問と競争す
るために走りながら考える「突貫工事の論理」が建造局面を支配した。就役後ノーチラス号は ，
いきなり８４時間１３００マイルの連続潜航に成功し，５８年８月には北極点通過に成功するなど，原子
　　　　　　　　　　　　　　５）力推進の威力を世界に印象づけた 。
　他方，原子炉開発に一歩たち遅れたゼネラル ・エレクトリッ ク（ＧＥ）社は，ナトリウム冷却
方式の軽水炉の製作にこぎつけ，海軍に売りこみをはか った。ＧＥ社製の軽水炉は，別種の攻撃
型潜水艦（シーウルフ）に採用され，５７年に搭載された。こうして，海軍用の原子炉市場は，こ
れら大手電機メーカー２社を中心にし，バブコッ ク社（Ｂ．ｂｃｏ．ｋ＆Ｗｉｃｏ。），カムブシ ョン社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）（Ｃｏｍｂｕ．ｔ１ｏｎ　Ｅｎｇｍｅ。。ｍｇ）を加えた４大企業によっ て支配されることになる 。
　最強のプラットフォームづくり
　敵に察知されずに海中から打ち上げることができることから，原潜は核ミサイル打ち上げの理
想的なプラ ットフォームであ った。スプートニク ・シ ョッ クをはねかえすためにも ，戦略ミサイ
ル（ポラリス）打ち上げ用の原子力潜水艦づくりが，至上命令となり ，１９５６年からポラリス型原
潜計画がはじまっ た。 ソ連との対抗上，１番艦の建造予定が，途中で２年早められ，６０年までの
就役が命令された。再び時問との競争が始まり ，エレクトリッ クボート社と海軍とで特別の合同
チームがつくられ，開発と設計と建造を同時に進める異例の態勢がとられた。こうして６０年７月 ，
１６基のポラリスミサイルの搭載が可能なポラリス型原潜の１番艦（ジ ョージ ・ワシントン）が完成
し， 海中からのポラリスーＡミサイルの打ち上げに成功した。最強のプラ ットフォームづくり
に成功したのである。ポラリス型原潜計画には６７年までに総額１１１ ．８億ドルの巨費が投じられ ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）最盛期の１９５９～６４年には，海軍予算の１２～１４％が投入された 。
　１９６０年代は原潜メーカーに特化したエレクトリッ ク・ ボート社（５２年以降はゼネラル ・ダイナミ
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クス社の１部門）にとっ て大拡張期であ った。１２隻の原潜を同時に建造していた６４年には，雇用
数は１ ．６万人を越え，６７～６９年の３年間で１７隻の弾道ミサイル原潜，１２隻の攻撃型（スター・ ジョ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）ン級）原潜，８隻の研究用原潜の合計３７隻を完成させた 。
　ロス級攻撃型原潜
　１９６８年１月５日 ，「ソ連の脅威」が突然「発見」された。ソ連の新鋭（ノーベンバー級）原潜が
原子力空母エンタープライズを３１ノ ットという高速で追尾したとされる事件である。この事件を
きっ かけに，リコー バー提督が先頭にたち，軍需企業，議会の国防族議員をまきこむかたちで旧
式のスター・ ジョン級を退役させ「ソ連に負けない高速（４０ノット）の攻撃型原潜（ミサイル打ち
上げ用ではなく敵の潜水艦 ・艦船を攻撃するタイプの原潜）」の建造を訴える大キャンペーンが展開さ
れた。リコーバーは，戦略核戦力の増強で十分とするマクナマラ国防長官の不要論を糾弾し，次
世代攻撃型原潜つくりを公約するニクソンの大統領当選を支援した。大統領に当選したニクソン
は６９年にこんご３年問に１２隻の次世代の攻撃型原潜を建造するという計画を承認した 。
　これまで原潜には魚の名前を命名するの洲貫例であ ったが，こんごの原潜には海軍に理解の深
い国会議員の選挙区の都市名を付けていくという方針をリコー バーは決めた。「魚の名前を付け
ても魚には投票権がありませんからネ」と述べた補佐官を前にリコーバーは会心の笑いをうかべ
たという 。次世代の攻撃型原潜の１番艦には，リコーバーの強力な後援者だったチ ェット ・ホリ
フィールド議員を記念して，彼の地盤のロスアンジェルスの名前が付けられた。ロスアンジェル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｇｊス級攻撃型原潜はその後９４年までに６２隻建造された 。
　ロス級原潜には，「より深く ，より速く ，しかもより静かに潜航する」というあい矛盾する性
能が要求された。莫大な研究資金を投じても ，要求すべてをかなえることは困難となり ，工期が
大幅に遅れ，コストもまた見積もりを大幅に超過することが常態となっ てきた。また「より深く ，
より速く ，より静かな潜航」という要求は，民需（たとえは輸送船や客船）の世界とは毎縁のもの
であ った。潜水艦技術は，ますます民需には応用できない方向に「過剰発展」をとげ，民需造船
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）業の競争力の強化には役立たないものになっ ていっ た。
　トライデント原潜の建造
　ポラリスにかわる次世代の戦略弾道ミサイル（トライデント）の開発にあわせて，トライデン
ト搭載用の新型戦略ミサイル原潜を開発し，旧式のポラリス原潜をリプレースすることが次の課
題となっ た。 トライデント原潜の開発計画は１９７１年に始まっ た。１番艦の完成は６年後を予定し
ていたが，溶接ミスや欠陥素材の露見などのスキャンダルが続出し，１番艦（オハイオ）の完成
は８１年にずれこんだ。工期の遅れがとくにひどくなっ てきたのである 。
　トライデント原潜（オハイオ級）は，ＭＩＲＶ化された核弾頭（多数の小型核弾頭をくみこんだ弾頭 ，
大気圏再突入時に分離された各小型核弾頭は自力で目標をめざす）を装着する射程８０００～１万キロのト
ライデントＩ ・１ミサイルを２４基搭載できた。１隻でヒロシマ型原爆の２ ，ＯＯＯ倍に相当する核戦
力を打ち上げることができる史上最強のプラ ットフォームが誕生したのである。エレクトリッ ク
ボート社で独占的に建造され，９４年までに１８隻が就役した 。
　１８７５０トンの排水量をもつ巨大なトライデント原潜の建造にあわさせて，ワシントン州のシア
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トルの対岸一オリンポス山の麓のバンゴールとジ ョージア州のフロリダに近いキングスベイにト
ライデント原潜の基地が建設された。バンゴール基地の建設には７ ．０４億ドル，キングスベイ基地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）の建設には１２．５億ドルの巨費が投ぜられた 。
　こうして８０年代末にはアメリカ海軍は，約４０隻の戦略ミサイル原潜，約１００隻の攻撃型原潜と
いう巨大な潜水艦部隊を擁するにいた った 。
２． 原子力空母の建造
　原子力化の政治力学
　潜水艦分野とくらべて，原子力推進の技術的利点が明確でない海上艦船の分野でも ，原子力化
が志向された。その主な対象は（核弾頭搭載もふくむ）戦闘機のプラ ットフォームたる航空母艦
（空母）であ った。第１号原潜ノーチラス号就役の７年後に，８基の原子炉を搭載する第１号空
母エンタープライズ号が完成し，１９６１年１１月に就役した。同号の当初の見積もり価格は，３ ．１４億
トルであ ったが，最終的には４７２億トルヘと価格は暴騰した。同規模の在来型空母とくらべたは
あい，原子力空母の建造費はわり高になるのでは，という不安が現実のものとなっ た。 軍事費の
膨張を恐れるマクナマラ国防長官は，２号以下の原子力空母の建設をさしとめ，費用 ・効果分析
の観点から６０年代に建造された空母は２隻とも在来型のティーセル推進方式に戻された 。
　マクナマラ体制にたいして「原子力海軍」派の猛烈なまきかえしが展開されるが，そのプロセ
スは軍産複合体の政治力学のまさに縮図であ った。一方の立役者は，長期在任で政治力に磨きを
かけた「原子力海軍の父」リコーバー提督であ った。彼が海軍原子力推進局の責任者を３０年続け
る問に，国防長官は１４人，海軍長官は１５人交代した。長期在任のおかけで原子力委員会 ・核兵器
産業 ・国防族議員とのあいだに隠然たるネ ットワークをもつこの「原子力海軍の生き字引」は ，
原子力空母計画を復活させるために，猛烈な運動を展開した（核兵器研究部門のエドワード ・テラー
博士，戦略空軍のカーティス ・ルメイ将軍，ミサイル計画のシュライバー将軍なども ，特定部署に長期にわ
たっ て在任することで同様の政治力を培 った人物である）。
　他方の立役者は，軍事関係委員会に長期にわた って在任することで同様の政治力に磨きをかけ
た長老の「国防族」議員たちである。人種差別と民主党一党支配制度のおかげで連続当選を重ね
ることができる深南部の軍需依存地域が，彼らの絶好の供給源となっ た。 サウスカロライナ州の
メンデル ・リヴ ァーズ議員，ジ ョージア州選出のカール ・ビンソン議員などがその代表的人物で
ある。海軍当局は，親海軍派の政治家の名前を海上艦船に命名する方針をとることで，長老議員
の奮闘に酬いようとした 。
　１９６７年末，下院軍事委員会のメンテル ・リウァース委員長（海軍造船所のあるチャールストン地区
の選出）は，「本委員会はこんこ原子力推進空母の予算しか認めない」と宣言し，ジ ョンソン大
統領を説いて第２号（アイゼンハワー 号），第３号（カール ・ビンソン号）の原子力空母を実現させ
ることに成功する 。
　さらに国防族議員は７５年の国防権限法の第８項に「こんご建造される第１線配備の艦艇につい
ては，原子力推進の方式しか認めないこととする」という文書を挿入することで，「原子力海軍」
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路線の定着をはか った。しかし，原子力の規制強化政策に転じたカーター政権は，第４号の原子
力空母（セオドーア ・ルーズベルト号）の予算執行を認めず，７０年代はなお原子力推進の積極派と
消極派のあいだの攻防が続くことになる。原子力海軍の建設が大きく進んだのは，レーガン政権
になっ てからである 。８３年に２隻，８８年に２隻の原子力空母の建造が認められ，９４年の時点で ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）９隻の原子力空母（他に在来型空母が７隻），９隻の原子力推進の随行艦を擁するにいた っている 。
　原子力推進の経済的コスト
　原子力空母は，すべてコングロマリット資本テネコ が所有するヴ ァージニア州のニューポー
ト・ ニューズ造船所で建造されてきた。原潜はゼネラル ・ダイナミクス社（エレクトリッ クボート
杜部門）によっ てほぼ独占され，駆逐艦などの在来型の海上艦船は，コングロマリット資本のリ
ットン ・インダストリが所有するインガルズ造船所（ミシシ ッピ州パサグラ）によっ て担当される
というように，海軍艦艇の市場は，特定の１企業によっ てほぼ完全に独占されている 。
　原子力推進は，在来型とくらべてコスト面でどの程度割高となるのであろうか。環境保護団体
グリーンピースの作成した最近の１資料にもとづいて，比較してみよう 。
　高価格の原子力発電装置（ニミッツ級クラスでは８億ドル強，うち１／３が原子炉本体の価格）と建造
工期の長さ（これまでの平均工期は，在来型空母の４ ．２年にたいして７ ．２年かか っている），独占的造船メ
ーカーの不効率性なとのために，同規模の在来型空母とくらへて，建造コストはほほ５０％割高に
なるというのが結論である。じじつ９５年に「原子力推進の技術基盤を保存する」ためという理由
でクリントン政権が建造を認めた１０隻目の原子力空母のばあい，建造コストは４５億ドルと見積も
られている。これに加えて就役後の維持 ・補修費用が毎年２５００万ドルかかるし（在来型より４８％高
い），退役後の解体ストはいっ そう割高となる（１番艦のエンタープライズ号のばあい，６億ドルと在
来型の１０倍の費用が必要と見積もられている）。 使用ずみの核燃料の処理 ・保存コストも加えると ，
　　　　　　　　　　　　　　　　１３ｊコスト格差はいっ そう膨らむであろう 。
　空母の運航に必要なさまざまな付属品の価格も巨額となる 。たとえば９ ．１万トンのニミッ ッ級
空母（６３００人乗り込み）のばあい，直接の建造コストは，３３億ドルであ った。しかしそのほかに ，
敵の潜水艦の攻撃から空母を守るための２隻の駆逐艦，４０機の護衛用戦闘機やヘリコ プタにくわ
えて，前進警戒用の２隻の巡洋艦や燃料補給艦といっ た付属品が必要になる。これらも含めると ，
３４機の攻撃機を発着させるプラトフォームづくりのために，合計８０億ドルの建造費がかかったこ
　　　１４）とになる 。
　もちろん原子力空母には，高速をだせる，途中給油が必要でない，燃料タンクのスペースを縮
小できるといっ た作戦行動上の利点があることは否定できない。しかし他方，原子力推進から生
じる作戦行動上のマイナス面も考慮に入れる必要がある。核燃料のほてん ・全面補修のためにド
ッグ入りする期問が在来型よりもどうしても長くなるし，敵のミサイル ・機雷の攻撃で原子炉を
破壊され大惨事をもたらす危険がある（湾岸戦争中は，ミサイル攻撃を警戒して原子力空母はイラク沿
岸部には近づけなか った）。 さらにはニュージーランド ・デンマーク ・エジプト ，神戸市のように ，
原子力推進艦船の寄港 ・通過を拒否したり ，安全証明を求めたりする国 ・地域が増えてきた。こ
のような傾向がさらに広がれば，原子力を利用するために米国海軍の作戦行動が，逆に阻害され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５ 」るという皮肉な事態が生まれることが，いっ そう明らかになっ てくるであろう 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ７７）
　６　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４５巻 ・第３ ・４号）
　海軍原子炉計画のゆくえ
　米国海軍の艦艇（潜水艦を含む）の４０％が，すでに原子力推進型となっ ているように，原子力
海軍の建設というリコーバーの夢は，半ば達成されたように見える 。じじつ１９９６年春現在，９つ
のタイプの１２０基余りの原子炉が海軍艇に搭載され，稼働している。９４年現在米国で稼動中の原
子力発電用の原子炉は１０９基であるから，商業用の原子炉を上回る数の原子炉が，海軍艇に搭載
されているわけである 。
　とはいえ在来型艦船とくらべたばあい，建造コストはもとより運用 コスト ，将来の解体 ・廃棄
コストも含む総コストは，格段に割高であることは否めないし，作戦行動上の制約もめだってき
た。 そのため海軍関係者のなかには，原子力推進の放棄，在来型への復帰を唱える人が増えてき
　　　　　１６）たといわれる 。
　このような情勢を反映して，エネルギー省の海軍原子炉計画予算の動向も不透明となっ てきた 。
一方では，新型の攻撃型原子力潜水艦（センチュリオン）のために新型原子炉が開発中である。他
方では，海軍原子炉関係の８つの地上工場施設のうち，６つを閉鎖して，集約化していく方向も
明確になっ ている。このような合理化の動きを反映して，海軍原子炉計画のための財政支出は削
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７）減されつつある（９５会計年度は７ ．２６億ドル。９７会計年度の要求額は６ ．６４億ドル）。
３． 原子力実用化の試み
　海軍原子炉を安くするためには，民需用に転用して量産することが，不可欠であ った。原子力
商船の建造など運輸手段の原子力化は，原子力発電所の建設とならぶ優先課題となっ た。
　原子力商船
　１９５７年１２月にソ連は，最初の民需用原子力船（砕氷船レーニン号）を開発した。これに対抗して ，
米国は６２年５月に原子力商船サバンナ号を完成させた。サバンナ号は，加圧水型炉を搭載し，そ
の後地球４周に匹敵する航海を行 った。しかし在来型商船と比べて運航コストがいちじるしく割
高であり ，採算のとれる見通しがたたないことから，７０年７月に商業用航海をとりやめ，退役す
　　　　　　１８）ることになっ た。
　７０年代はじめに建造された同種の原子力船（西ドイツの鉱石運搬船オ ットー・ ハーン号，日本のむ
つ号）も ，採算がとれないことから，廃船の運命をたどり ，民間船舶への実用化の道には，ピリ
オドがうたれた 。
　原子力航空機開発への突進
　すでに第２次大戦中から，原子カエネルギーを航空機の推進力として実用化できないか，とい
うアイデアを，マンハッ タン計画に携わった一群の科学者，技術将校が着想していた。このアイ
デアをとりあげ，一大プロジェクトに仕立てあげたのが，第２次大戦中の戦略爆撃の指揮で勇名
をはせたカーティス ・ルメイ将軍ひきいる戦略空軍司令部（ＳＡＣ）であ った。核弾頭の運搬手段
として，ミサイルよりも有人戦略爆撃機を選好していたルメイにとっ て， １．２万マイルを途中給
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１７８）
　　　　　　　　　　　　　　　アメリカ原子力産業の形成（藤岡）　　　　　　　　　　　　　　　７
油せずに飛び続ける長距離爆撃機の開発が夢であ った。原子力推進爆撃機が，その完壁な回答で
　　　　　　　　　　　　１９）あるように思われたのである 。
　こうして１９４６年に核推進航空機計画（Ｎｕｃ１ｅａ． Ｅｎｅ．ｇｙＰ．ｏｐｕ１ｓ１ｏｎｆｏ． Ａ１．ｃ．ａｆｔＰ．ｏｊ．ｃｔ，５１年以降は
Ａｉ…ａｆｔＮｕｃ１ｅａ・ Ｐ・ｏｐｕ１・ｉｏｎ　Ｐ・ｏｊｅ・ｔ［ＡＮＰ１と改称）が始まっ た。 この種の計画では，アイデアの現実
化の方向を探る科学的 ・実験的な研究段階が不可欠であるが，ＮＳＣ－６８にもとつく冷戦体制構築
という時代の変化のなかで「ソ連封じ込めの切り札として，一刻も早い完成 ・配備を」という猛
烈な圧力が加わり ，５１年には科学的試行の段階を省略して，工学的製作研究の段階に突入してし
まっ た。 マンハッ タン計画と同じ，「走りながら考える」突貫工事の論理が，計画を支配したの
である。コンベア社とロッ キード社が機体の設計開発を受注し，ＧＥ社とプラ ット＆ホイ ット
ニ社が，核推進システムの開発 ・製作を担当することになっ た。 原子力分野への進出に杜運をか
けるＧＥ杜は，早期開発を優先する立場から，原子炉に直接外気をあてて加熱 ・噴出させるとい
う単純な（今日の常識からみると危険きわまりない）方式を基本にすえ，オハイオ州イーヴンディル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０）（Ｅｖ．ｎｄ．１。）工場に開発本部を設け，５７年の初飛行を目標に本腰をいれたとりくみを行 った 。
　ところが，研究段階を省略したツケとして，製作研究の途上にさまざまな難問が浮上してきた 。
航空機に搭載できるほど軽量で強力な原子炉の開発が難しく ，原子炉本体で発生する高熱と放射
性物質から乗員と機体を守る軽量の遮蔽壁を開発することも難しいことがしだいに明らかになっ
た。 大気中に放射能をまきちらしはせぬかという懸念や，墜落事故の際の安全性への懸念も浮上
し， 計画は，大きな困難に直面した。その結果，軍事費の増大による経済疲弊を心酉己する，時の
大統領アイゼンハワーは，この計画の未熟さを見抜き ，５３年５月に，計画は事実上，棚上げされ
　　　　２１）てしまっ た。
　原子力航空機計画の復活と再失速
　しかし爆撃機はソ連のほうが優勢だという「爆撃機ギャッ プ」の宣伝のなかで，この計画は息
を吹き返す 。
　１９５５年７月のモスクワでの航空シ ョー で， ソ連空軍は大量の戦略爆撃機を登場させ，戦力の充
実ぶりを西側に誇示した（じっさいには，会場上空に何回も同一機を飛ばせ，虚勢を張っていただけであ
ることが後に判明するが）。 空軍のＳＡＣ派は，これを好機と「核戦争でソ連に打ちのめされてしま
う」と危機感をあおり ，「爆撃機の原子力化」を推進するよう訴えた。航空機産業，原子力業界
もこの動きに呼応し，連邦議会の議員を説得してまわ った。航空機工学の専門家たちも ，原子力
航空機計画の実現可能性を説くことで，この動きにお墨付きを与えた（当時の「赤狩り」の風潮の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２、なかで，批判派の科学者たちが沈黙を強いられていたことも ，推進派の声を大きなものにした）。 こうして
この計画への予算は，１９５５年の４４７０万ドルから再び増勢に転じ，５７年度には１ ．８億ドルに急増し
２３）
た。
　ところが，アイゼンハワーは，５８年度予算案においてこの計画を再び棚上げし，科学的研究の
段階にさしもどす方針を明らかにする。その背景には，原子力推進システムの技術的難点打開の
見通しがなお不透明だったこと ，他方ミサイル技術のほうは長足の進歩を示しており ，核の運搬
手段としては，原子力爆撃機よりもミサイルを選択すべきだという政策判断があ った。しかし原
子力爆撃機推進派は，ときの「スプートニク ・シ ョッ ク」（５７年１０月）も説得材料にしつつ，なお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１７９）
　８　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４５巻 ・第３ ・４号）
も強力な復活運動を続けた。とくにＧＥ社首脳と開発拠点のＧＥ社イヴェンディルエ場をかかえ
　　　　　　　　　　　　　　　２４）るオハイオ州の議員団が強硬だった。ミサイル優先派を自陣営に組みこむため，原子力爆撃機編
隊にミサイルを搭載する構想（ＣＡＭＥＬ構想）も発表された 。
　しかしアイゼンハワーは，このような猛烈な圧力にもかかわらず，原子力爆撃機計画を科学研
究の段階にとどめておく方針を堅持して，退任していっ た。 そしてこの方針は，６１年２月ケネデ
ィが国防長官に任命したＲ．マクナマラによっ ても継承されることになる。ミサイル革命の進展
を背景にしたばあい，運搬手段の主力を原子力爆撃機よりもミサイルに求めることは，ｒ合理主
義者」マクナマラにとっ て， こく自然な結論だ ったからである。このような経過で原子力航空機
の開発構想は，６１年３月に死んだ。この「自然な」結論に到達するまでに，実に１５年の歳月と１０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５）億ドルを超える資金（９５年価格では３０億ドルに相当）が投じられたのである 。
　原子カロケ ット ・巡航ミサイル
　原子力推進ロケ ソトを開発する構想には，２つのタイプがあ った。その第１は，原子炉活用型
であ って，原子力航空機開発計画のなかから派生してきた構想である 。１９５４年に，空軍とロスア
ラモス，リウァモアの国立研究所が共同して，実現可能性をさくる予備研究を行った後，５５年１１
月に原子炉方式による原子カ ロケ ット計画（Ｐ．ｏｊ。。ｔＲｏｖｅ。）が，正式に発足した。スプートニ
ク・ ショッ クも追い風になっ て， ６０年８月には，この計画を担当する特別の部局（Ｓｐ。。。 Ｎｕ．１ｅ。。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２６）Ｐ・・ｐｕｌ．ｉ．ｎ Ｏ舶。。）が，航空宇宙局と原子力委員会のもとに設けられた。ロケ ットに搭載する小型
原子炉として，６０年代はじめにはＫｉｗｉ－Ａ炉など９基の原子炉が試作され，実験が繰り返された 。
　ケネディ政権になっ て， この計画はＮＥＲＶＡと名づけられ，体制が一新された。ロケ ット設
計はアェロジェット（Ａ・・ｏｊ・ｔ）社が，原子炉設計は，ウェスティングハウス社が担当することに
なり ，ネバダ核実験場で，原子カ ロケ ットエンジンの実験が繰り返し行われた 。
　しかし６２年１１月に ，Ｋｉｗｉ－Ｂ第４号炉が，実験中に爆発し，炉心が飛び散るなどの事故が発生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２７）し， ６３年１１月にはジ ョンソン大統領は，開発予算を大幅に減額する事態になっ た。 その後，技術
的難点を打開することが困難なことがは っきりしてくるとともに，開発計画も先細りとなっ た。
結局，７３年にこの計画の幕が下ろされたが，その間の所要総費用は２７億トル（９５年トルで換算）に
　　２８）
達した 。
　いま一つの原子カ ロケ ット構想は，核爆発を利用するタイプのもので，ロスァラモス国立研究
所の科学者が，提案していたものである。「オリオン計画」と名づけられたこの計画は ，１９５８年
に国防総省の高等計画研究局（ＡＰＲＡ）が２３３万トルの資金を提供するかたちで始まっ た。 ６０年以
降， この構想は空軍に引きつがれるかたちで進められるが，しだいに前途の雲行きが匿しくなっ
てきた。技術的に困難であるだけでなく ，宇宙空間に核爆発を持ちこむことに一般世論は拒否反
応を示すようになっ てきたのである。核実験の大気圏内および宇宙空問での実験を禁止した６３年
の核実験の部分的停止条約が，原子カ ロケ ット構想のとどめををさした。こうしてこの計画は ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２９）６５年に１１００万ドル（９５年価格で４８００万ドル）を費やした段階で中止されることになっ た。
　他方，核推進の巡航ミサイルの関発計画は，冥土（Ｐｌｕｔ・）計画と呼ばれ，同じように推進され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０）たが，６億ドル（９５年価格）を費やしたところで失敗した 。
（１８０）
　　　　　　　　　　　　　　　アメリカ原子力産業の形成（藤岡）　　　　　　　　　　　　　　　９
　核爆発の平和利用
　核爆発をダイナマイトがわりに使用し，土木工事に役立てようとする構想も ，強力に推進され
た。 その中心となっ たのが，水爆開発をめぐっ てオ ッペンハイマーと衝突し，独自にリヴ ァモア
研究所を創設したエドワード ・テラー であ った。リヴ ァモア研究所では，彼の指導のもとで！９５７
年２月に核爆発の産業的利用をめぐる研究集会が開かれた。この場でもっとも強調されたのは ，
第２パナマ運河を米国の王導のもとで建設することの死活的重要性であ った。周知のように大西
洋と太平洋とをつなぐパナマ運河地帯のコントロールは，米国の軍事的経済的権益維持の戦略的
　　　　　 ３士 ）要石であるが，現在の運河だけでは，パソ クス　アメリカーナの将来を支えるには限界があるこ
と， ２６２発の核爆発を用いれば，水門のない巨大な第２パナマ運河を開削 ・建設することは可能
だという試算が示された 。
　このようにして５８年に第２パナマ運河づくりを最大のター ゲットにするかたちで，プロウシェ
ア（Ｐ１．ｗｓｈ。、。 鋤きの刃）計画が，リヴ ァモア研究所を舞台に始まっ た。 テラーの政治力で，この
計画の財政規模は，１９５９年の３００万ドルから６０年の６００万ドル，６４年には１２００万ドルヘと順調に伸
びた 。
　中南米の人々に，核爆発の平和利用の福音を示し，説得するには，まず米国内で率先実行し ，
範を垂れる必要があるとの考慮から，アラスカ半島の辺境の地の港湾開削に核爆発を利用する計
画が立案された。１９５８年から始まっ たシャリオ ット（Ｃｈ。。。ｉ．ｔ）計画がそれである。侯補地とし
てアラスカ州北東部のポイント ・ホープから３１マイル南東に入 った入り江が選ばれた。広島型原
爆の１６０倍程度の水爆ユ発を海中で爆発させることで海底を開削し，この地に港を建設し地域経
済振興の拠点にするというのが計画の内容であ った。テラーらは，５８年から繰り返しアラスカに
出かけ，放射能汚染の心配はないと説いて，州政府と州民の説得をこころみた ・
　しかしこの時期は，核実験の危険性への認識が進み，核実験禁止の運動が世界的に広がりはじ
めた時期でもあ った。州知事，アラスカ大学の首脳は，推進の立場をとっ たが，一部の知識人は
警鐘をならし，原住民のイヌイ ット部族が反対運動に立ち上がった。時のケネディ政権下で原住
民問題担当であ ったスチ ュアート ・ユ ードル内務長官（『八月の神話』の著者）も反対にまわ った
ことから，平和利用の核実験はネバダの核実験場内でもできるではないかという妥協案が浮上し ，
結局シャリオ ット計画は６２年８月に中止された 。
　プロウシェア計画全体については，その後も推進され，予算規模は６４年の１２００万ドルから最高
時の６８年には１８００万ドルまでふくらみ，６１～６７年の間にネバダ ・コロラド ・ニューメキシコ ・ミ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３２ 」
シシ ッピの各州で計２７回の「平和利用のための核爆発実験」が繰り返された。しかし６０年代末か
ら潮の流れが変わ ってきた。６９年度になるとベトナム戦争に苦しむジ ョンソン政権は，この計画
への支出額を１４００万ドルヘ減額し，ニクソン政権の誕生した７０年度になると ，この計画は事実上
中止されてしまっ た。
　その背景として，核実験を地下を除いて禁止した部分的核実験停止条約が，１９６３年に締結され
た事情があ った。この条約に抵触しないかたちで，核爆発の平和利用を推進することは，実際上 ，
困難になっ てきたからである。放射能汚染を恐れる環境保護運動の高揚も ，プロウシェア計画を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３３中止に追い込んだもう一つの要因であ った（白立した民衆運動の乏しいソ連では，１９６５年から８８年まで ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４ １資源探査，石油とガスの採掘などの目的で，１ユ６回の地下核爆発が繰りかえされ，環境を汚染しつづけた）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１８１）
　１０　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４５巻 ・第３ ・４号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５）中止されるまでの間，プロウシェア計画には全体として７億ドル（９５年価格）が投入された 。
　宇宙衛星搭載の原子炉開発
　レーカン政権によるＳＤＩ構想の推進のなかで，空軍は，宇宙衡星に強力なレー サー兵器を搭
載するためのエネルギー源の開発を計画した。その有力侯補として原子炉が浮上し，衛星搭載用
の小型原子炉の開発計画（ＳＰ－１００）が，１９８４年に始まっ た。 しかし宇宙を舞台にするＳＤＩ構想
が中止されるとともに，この計画も失速し，９４年に４２億ドル（９５年価格）を費やしたところで打
ち切られた 。
　いま一つ，８８年に，軍事衛星などに原子カエネルギーの応用をはかる「森の風」（Ｔｉｍｂｅｍｉｎｄ）
と呼はれる機密計画も始まっ た。 ９５年現在１３億ドルを使ってはいるが，この計画も失速ぎみだ
という 。衛星の通常レベルのエネルギーをまかなうには，太陽熱利用のほうが安価で効率的だと
　　　　　３６）いわれている 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
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